
１　意見募集の対象 長野市立地適正化計画改定（案）

２　募集期間 令和３年12月１日　から　令和３年12月27日まで（27日間）

３　閲覧場所 (1) 長野市役所

・都市計画課（第二庁舎５階）

・行政資料コーナー（第一庁舎３階）

・各支所窓口

(2) 長野市ホームページ

４　意見募集方法 郵送、FAX、Eメール、閲覧場所へ持参、ながの電子申請サービス

５　募集結果 (1) 受付件数 6 件（2人）

(2) 内訳

持参 1 件

郵送 0 件

FAX 0 件

Eメール 0 件

電子申請 5 件

６　意見に対する市の考え方

A：意見等により、案を修正・追加する

B：案に盛り込まれているため修正しない

C：案は修正しないが、今後の取組みにおいて参考とする

D：案に反映しない

E：その他（質問への回答、状況説明等）

長野市立地適正化計画改定（案）に対する市民意見の募集結果について

長野市都市整備部都市計画課

　長野市立地適正化計画は人口減少が進む将来においても、現在の都市機能や市民生活が維持でき
るよう、人口密度の維持や公共交通ネットワークの維持強化や、都市機能の誘導集積により、持続
可能な都市経営を目指し、緩やかに居住や都市機能を誘導していくことを目的としています。ま
た、社会情勢の変化に適宜対応できるように５年ごとの見直しや、近年頻発化する自然災害に対応
したコンパクトなまちづくりを進めるため、長野市立地適正化計画に防災に関する視点を加え、計
画の改定を行い、これに伴い改定（案）に対する市民意見の募集を行い、いただいた各意見に対す
る市の回答がまとまりましたので、公表します。



対応状況
頁 項目 区分

番号
案の該当箇所

意見・提案等の概要 回答

85

81

19

長野市防災計画、長野市水防計画について。本計画
では、防災まちづくりを提唱しているのにも関わら
ず、主な関連計画に「長野市地域防災計画」、「長
野市水防計画」が入っていない。入れるべきであ
る。

1
立地適正化計画の位置
付け

2

3

(3)公共施設の誘導、再
編等　都市機能誘導施
設への立地を見込む公
共施設

立地を見込む公共施設として「長野県立美術館(長野
地区）と記述がある。長野県立美術館は既にオープ
ンしている。計画では、同館の分館を新たに市街地
に造るという意味なのか。あるいは以前の計画が
残っているのか。

公共車両優先システム（PTPS)導入の例として、長野
市公共交通ビジョンの(平成27年）の引用がある。図
に多連結バスが描いてある。これは現在のバス会社
に多連結バスの導入を勧めるという意味なのか。そ
の導入に市は補助を出すというのか。あるいは、単
なる既存のモデル計画の写しなのか。もし既存計画
の写しで、実現性のないようなものならば、描かな
い方が良い。

既存ネットワークを利
用しやすくするための
利便性向上

ご指摘のとおり、今回の改定で防災の視点を加えた
防災指針では、既存の地域防災計画などと連携して
いくことを明記していますので、当該箇所へ追加し
ます。

A：意見等により素
案を修正・追加する

A：意見等により素
案を修正・追加する

A：意見等により素
案を修正・追加する

以前の計画(現行計画）で設定したもので、既に整備
されたものもありますが、整備した実績として記載
は残しておきたいと考えます。しかし、誤解がない
ように修正します。

ご指摘のとおり、長野市公共交通ビジョンから引用
した図となりますが、公共車両優先システムをイ
メージした図であり、多連結バス導入を促す意味で
はありませんので、誤解がないように修正します。

4 49

長野中心市街地の整備事業の例として、後町ホール
が紹介されているが、主に体育館設備だけで公民館
的要素がなくて使いづらい。体育館設備としても近
隣から苦情が出ている。集会にも使えるように再整
備をすべきである。

中心市街地の機能集積
の維持・強化

805

都市機能誘導区域設定の考え方について、広域拠点
は長野駅周辺の「長野広域拠点」しかないのに、他
の地域と同様に単なるポンチ絵しか描いていない。
現在の実情に則してもっと具体的に描いたらどう
か。

各拠点の都市機能誘導
区域に必要な（誘導又
は維持すべき）機能の
考え方

後町ホールは、旧後町小学校の統廃合に際し、地元
の皆様の要望を踏まえながら整備された施設となっ
ております。施設の形状は体育施設ですが、用途は
多目的ホールであるため、集会等にもご利用いただ
くこともできることから、再整備は考えておりませ
ん。

E：その他（質問へ
の回答、状況説明）

49頁の図は都市機能誘導施設を設定する際にどのよ
うな機能を集積していきたいかをイメージしたイラ
ストでありますので、具体的な描写はしておりませ
ん。現在の都市機能誘導施設などの立地状況は、現
行計画の資料編に記載がございます。

E：その他（質問へ
の回答、状況説明）

6
A：意見等により素
案を修正・追加する

長野地区に「医療機能（基幹）災害拠点病院」と篠
ノ井地区に「医療機能（地域）災害拠点病院」を新
たに追加することを提案します。
理由として、この２地区の地域拠点に「医療機能の
項目」を追加することにより、将来医療施設等の新
設や移転新築などの計画が示された場合、医療関連
施設等へのアクセス向上を目的とした公共施設の整
備及び公共交通の再編など、特定区域の都市機能を
充実させるための支援制度等の活用が可能となり、
施設整備などの事業効果が期待できると考えます。
市内の主要な総合病院は北東部に長野市民病院、中
心市街地に周辺に長野中央病院や長野赤十字病院、
篠ノ井には篠ノ井総合病院、松代には松代総合病院
などがあり、立地適正化計画の対象地区内におい
て、総合病院がそれぞれバランス良く配置されてい
ます。このことから、４地区すべての地域拠点に
「医療機能」を追加することが必要と思われます
が、近年台風などの自然災害での被災者対応や新型
コロナウイルスのパンデミックによる医療機関等充
実の必要性の観点から、特に「災害拠点病院」とし
て指定された医療施設の所在地である「長野地区」
及び「篠ノ井地区」に追加することを提案するもの
です。

ご提案のとおり、災害時には医療の拠点となる基幹
災害拠点病院である長野赤十字病院や地域災害拠点
病院である篠ノ井総合病院は、バランス良く配置さ
れており、これらの病院施設の新設や移転等にあわ
せて周辺の公共施設や公共交通の再編など、事業効
果が高いため、都市機能誘導施設としての追加を検
討します。

都市機能誘導区域へ誘
導する施設

概要版


